
札幌国際大学の木村彰子
准教授から、本園の幼児が
様々なモノ・コト・ヒトと出
会って、自分の頭や心で考え、
身体を使って創造している。
幼児がやりたいからやってい
る遊びとなることが重要と助
言していただきました。
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リモート助言を視聴

令和４年１月31日（月）に札幌市立手稲中央幼稚園でオンラ
イン公開保育を実施しました。本園は敷地内に広い林があり、
自然を生かした遊びが展開されました。幼児が雪の中、様々な
活動をしていましたが、天候が急変し、猛吹雪になりました。
活動の公開が難しくなったことから、園で撮りためていた写真
をスライドにして紹介していただきました。寒さも忘れて遊び
に没頭する幼児の姿、幼児と一緒に遊び、どこが楽しいのかを
追究する保育者の姿を見ることができました。

１月31日（月）公開保育の実施

オンラインで研究発表 講師から助言冬の外遊びを公開


